
市民講座開設等事業（総合
　講座　　　 5講座53人受講 　講座　　　 5講座56人受講 　講座　　　 6講座65人受講 文化センター費）から移行）

・加藤与五郎博士顕彰講座 ・大学連携講座　 4校10講座
　　　　　　 1講座33人受講

・今まで実施したことのない内容の講座も積極的に企画・実施し、市民が学ぶ意欲を向上させることができた。

成果
・指導者名簿の中から講師を探すなど、新たに市民講座の講師として活躍の場を提供することができた。

・講座内容をマンネリ化させず、市民が受講したいと思える魅力ある講座を企画していけるように工夫していく必要があ

  る。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 講座の年間受講者数（人） 387 460 536 500 600
指標
活動 大学連携講座の年間受講者数（人） ― ― ― 350 350
指標

近隣市の講座実施実績
他市との 　安城市：公民館講座（11施設）　225講座、3,660人参加
比較検証 　碧南市：文化教室（8施設）　43講座、468人参加

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年

Ｄ

度 ７年度 ６年度

（決算

　

） （決算） （決算） （

　

予算） 事業費内訳

事業

　

費　① 25,682 2

Ｏ

6,498 27,74

　

3 28,453 合計 2

　

7,742,900 

∧

円
委託料 27,148

　

,000 円

財
　
源

特

　

定財源 636 2,79

実

8 932 1,775 使

　

用料及び賃借料 594

　

,900 円

一般財源

施

25,046 23,7

　

00 26,811 26

　

,678

職員人件費　

∨

② 2,108 2,340 2,150 2,389

総事業費（①＋②） 27,790 28,838 29,893 30,842

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 加藤与五郎顕彰科学教育振興
基金繰入金

８年度以降の事業費見込 0 講座受講料

令和

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 生

令

涯学習・青少年育成
施

和

策体系
施策の内容 学習

６

機会の充実

目
　
　
　
的

年

　南部生涯学習センタ

度

ーと北部生涯学習セン

評

主
た
る
内
容

○市民講座

価

の開催
ターにおいて、

）

各種市民向け講座を行

刈

い、市 　・連続講座
民

谷

の学習意欲の向上や学

市

習活動への参加促進  

事

 ・1DAY講座
を図

務

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

刈谷市生涯学習推進計

業

画

根拠法令

対象者 市内

評

在住・在勤または在学

価

の人 事業期間 ～

実施方

シ

法 □直営　■委託　□

ー

指定管理　□補助・助

ト

成　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　

担

事
　
業
　
実
　
績

４年度

当

実績 ５年度実績 ６年度

部

実績 ７年度計画

・南部

教

生涯学習センター市民

育

・南部生涯学習センタ

部

ー市民 ・南部生涯学習

一

センター市民 ・南部及

般

び北部生涯学習セン
　

会

講座　　 16講座1

計

30人受講 　講座　　

市

 16講座158人受

民

講 　講座　　 16講

講

座140人受講 　ター

座

市民講座　　  36

開

講座
・北部生涯学習セ

設

ンター市民 ・北部生涯

等

学習センター市民 ・北

事

部生涯学習センター市

業

民 ・南部及び北部生涯

担

学習セン 
　講座　　

当

 20講座166人受

課

講 　講座　　 20講

生

座178人受講 　講座

涯

　　 20講座185

学

人受講 　ター1DAY

習

講座　　　12講座
・

課

南部生涯学習センター

款

1DAY ・南部生涯学

項

習センター1DAY ・

目

南部生涯学習センター

担

1DAY ・加藤与五郎

当

博士顕彰講座
　講座　

係

　　 5講座38人受

推

講 　講座　　　 5講

進

座68人受講 　講座　

係

　  6講座113人

1

受講 　　      

0

          

5

 1講座
・北部生涯学

1

習センター1DAY ・北部生涯学習センター1DAY ・北部生涯学習センター1DAY （



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民の生涯学習活動に

令

対し、学習機会の提供

和

及び活動の
・法的業務

７

高い
支援をしており、

年

事業の必要性は高い。

度

必要性 ・市民ニーズ、

（

社会需要
・市民生活上

令

必要である　など

　各

和

種講座を開催すること

６

により、市民への多様

年

な学習プ
・コストの節

度

減、費用対効果
普通

ロ

評

グラムの提供、学習意

価

欲の一層の向上、参加

）

の促進を効
効率性 ・執

刈

行体制の効率性 率的に

谷

図っている。
・手段の

市

最適性　など

　時代の

事

潮流や市民ニーズに対

務

応したプログラムの提

事

供な
・市が主体となっ

業

て実施する
高い

ど、市

評

民の生涯学習活動を支

価

援するために、市の関

シ

与は必
妥当性 　べき事

ー

業であるか 要である。

ト

・総合計画との整合性

（

　など

　各種講座を実

様

施することで、市民の

式

学習意欲の向上及び

施

２

策への ・施策への貢献

）

度
普通

学習活動への参

会

加の促進に寄与してい

計

る。
・目標達成度

貢献

名

度 ・市民サービスへの

担

効果　など

今後の方向

当

性 □拡充　■現状維持

部

　□改善・効率化　□

教

縮小　□終期設定　□

育

休止・廃止

　引き続き

部

、各生涯学習センター

一

において多彩な内容に

般

よる講座を行うことで

会

､市民の学習意欲の向

計

上を図るとともに
生涯

市

学習活動への参加を促

民

進していく。

講座開設

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

等

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

事

価
　
∨

業
担当課 生涯学習課

款 項 目 担当係 推進係

10 5 1



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 9,104 40,000 合計 9,103,972 円
委託料 9,103,972 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 9,104 40,000

職員人件費　② 0 0 1,991 2,025

総事業費（①＋②） 0 0 11,095 42,025

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 693,904 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 9,104

８年度以降の事業費見込 644,800

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 生涯学習・青少年

和

育成
施策体系

施策の内

６

容 学習活動の支援

目
　

年

　
　
的

　子育て世代や

度

学生、地域住民が集い

評

、歴史

主
た
る
内
容

○基

価

本設計
とにぎわいを感

）

じられる交流の場とし

刈

て、地 ○ワークショッ

谷

プの開催
域の意見を聞

市

きながら、城町図書館

事

の跡地活
用方法を検討

務

する。

位
置
づ
け

関連計

事

画

根拠法令

対象者 市民

業

事業期間 令和６年度 ～

評

令和９年度

実施方法 □

価

直営　■委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

４年度実績

担

５年度実績 ６年度実績

当

７年度計画

　 　 ・城町

部

図書館跡地活用基本設

教

※城町図書館跡地施設

育

整備事
　 　 　計 　業に

部

移行
　 　 ・城町図書館

一

跡地施設検討
　 　 　ワ

般

ークショップ
　　　―

会

―――――― 　　　―

計

―――――― 　第1回

城

　7月20日（土）
　

町

第2回　8月24日（

図

土）
　第3回　9月2

書

8日（土）

　子育て世

館

代や学生、地域住民が

跡

集い、歴史とにぎわい

地

を感じられる交流の場

活

として整備するため、

用

基本設計業務委託の

成

事

果
発注と並行して、周

業

辺住民を中心とした幅

担

広い世代の市民とワー

当

クショップを行うこと

課

で、地域住民等の意見

生

を反映させ

た基本設計

涯

を行うことができた。

学

　ワークショップで出

習

た意見のうち、ハード

課

面では実現が難しいも

款

のもある中で、ソフト

項

面での対応や、実施設

目

計におけ

る代替案の提

担

示等、可能な限り利用

当

する地域住民等の満足

係

度の高い施設とする必

青

要がある。
課題

指標名

少

称（単位）
実績値 目標

年

値

４年度 ５年度 ６年度

係

７年度 ９年度

活動 ワー

1

クショップの参加者数

0

（人） ― 48 ―
指標
活

5

動
指標

他市との
比較検

1

証



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　老朽化により閉

令

館した城町図書館の跡

和

地を活用し新たな
・法

７

的業務
普通

施設を整備

年

するにあたり、基本設

度

計を行うとともに、地

（

域
必要性 ・市民ニーズ

令

、社会需要 住民等の意

和

見を反映させた施設と

６

するためワークショッ

年

プ
・市民生活上必要で

度

ある　など を行う。

　

評

ワークショップについ

価

て、地域住民等が新た

）

な施設を検
・コストの

刈

節減、費用対効果
普通

谷

討する場に、職員が入

市

ることは適切でないと

事

考えられるこ
効率性 ・

務

執行体制の効率性 とか

事

ら、ファシリテーター

業

に長けた設計業者にワ

評

ークショ
・手段の最適

価

性　など ップの運営を

シ

委託した。

　様々な世

ー

代が交流し、歴史とに

ト

ぎわいを感じられる施

（

設
・市が主体となって

様

実施する
高い

を整備す

式

ることとされており、

２

総合計画の重点戦略で

）

ある
妥当性 　べき事業

会

であるか 「にぎわいの

計

創出」にも合致してい

名

る。
・総合計画との整

担

合性　など

　地域の子

当

どもや子育て世代、高

部

齢者など、様々な世代

教

が

施策への ・施策への

育

貢献度
高い

交流する拠

部

点を整備することで、

一

にぎわいを創出すると

般

と
・目標達成度 もに、

会

誰もが活躍できる社会

計

の形成に寄与すること

城

ができ
貢献度 ・市民サ

町

ービスへの効果　など

図

る。

今後の方向性 □拡

書

充　■現状維持　□改

館

善・効率化　□縮小　

跡

□終期設定　□休止・

地

廃止

　令和8年度の着

活

工に向けて、実施計画

用

に滞りのないよう事業

事

を推進していく。また

業

、ワークショップで出

担

た意見のう
ち、ハード

当

面では実現が難しいも

課

のについて、ソフト面

生

での対応や、実施設計

涯

における代替案の提示

学

等を行っていく
ことで

習

、可能な限り、利用す

課

る地域住民等の満足度

款

を高めていく必要があ

項

る。

目 担当

Ｃ
 
　

係

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

青

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

少年係

10 5 1



　   
・各種作文ｺﾝｸｰﾙ　 　  936通・各種作文ｺﾝｸｰﾙ　　 1,102通・各種作文ｺﾝｸｰﾙ　　   987通・合同街頭補導
・合同街頭補導    延べ279日・合同街頭補導　　延べ279日・合同街頭補導　　延べ278日
・少年の主張愛知県大会

　児童生徒愛護会では学校、家庭、地域における青少年育成について情報共有を図り、共通の認識を得ることができた。

成果

　ＳＮＳやオンラインゲームなどにより、様々な人とつながる環境が広がる中、児童生徒がトラブルや悪影響を受けるこ

とがないように、引き続き青少年の健全育成に努める。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 合同街頭補導（延べ日数） 279 279 278 380 380
指標
成果 児童生徒愛護の集い参加者数（人） 764 157 186 200 200
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,876 2,398 1,777 2,465 合計 1,776,940 円
報酬 76,800 円

財
　
源

Ｄ

特定財源 0 0 0 0 報償

　

費 546,558 円

　

旅費 4,800 円

一

　

般財源 2,876 2,

Ｏ

398 1,777 2,

　

465 需用費 572,

　

382 円
委託料 55

∧

7,900 円

職員人

　

件費　② 3,087 3

　

,146 3,265 3

実

,321 使用料及び賃

　

借料 18,500 円

　

総事業費（①＋②） 5

施

,963 5,544 5

　

,042 5,786

建

　

設
事
業

全体事業費（単

∨

位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

生涯学習・青少年育成

和

施策体系
施策の内容 青

６

少年の健全育成

目
　
　

年

　
的

　市内小・中・高

度

等学校、関係機関で組

評

織す

主
た
る
内
容

○夏季

価

・冬季休業中、テスト

）

期間中、夜間等
る児童

刈

生徒愛護会の活動を中

谷

心に、児童生徒 　街頭

市

補導の実施
の生活指導

事

、安全確保等の取組を

務

行い、青少 ○児童生徒

事

愛護の集いの開催
年の

業

健全育成を図る。 ○善

評

行美徳表彰の実施
○家

価

庭の日・青少年作文コ

シ

ンクール、家族へ
　の

ー

手紙コンクールの実施

ト

○青年学級の開設ほか

（

青少年の健全育成を図

様

　る事業の実施

位
置
づ

式

け

関連計画

根拠法令  

１

対象者 市民 事業期間 ～

）

実施方法 ■直営　■委

会

託　□指定管理　□補

計

助・助成　□その他

名 担当部 教育部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

会

４年度実績 ５年度実績

計

６年度実績 ７年度計画

青

・児童生徒愛護会定例

少

会　3回・児童生徒愛

年

護会定例会　2回・児

健

童生徒愛護会定例会　

全

2回・児童生徒愛護会

育

定例会
・中学校区生活

成

指導懇談会　 ・中学校

事

区生活指導懇談会 ・中

業

学校区生活指導懇談会

担

・中学校区生活指導懇

当

談会
　　　　　　　　

課

　延べ320人　　　

生

　　　　　  延べ3

涯

38人　　　　　　　

学

　  延べ356人・

習

児童生徒愛護の集い　

課

・児童生徒愛護の集い

款

　764人・児童生徒

項

愛護の集い　157人

目

・児童生徒愛護の集い

担

　186人・善行美徳

当

表彰　　 
・善行美徳

係

表彰　 　21件25

青

人・善行美徳表彰　　

少

 22件24人・善行

年

美徳表彰　　 21件

係

31人・危険箇所調査

1

　　　 
・危険箇所調

0

査　　　 93箇所・

5

危険箇所調査　　　 

5

99箇所・危険箇所調査　　　 78箇所・各種作文ｺﾝｸｰﾙ　



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　街頭補導活動、作文

令

コンクールなど各事業

和

を実施するこ
・法的業

７

務
高い

とにより、青少

年

年の非行防止や健全育

度

成の推進に寄与する
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 ことができると

和

考えられ、必要性が高

６

い。
・市民生活上必要

年

である　など

　児童生

度

徒愛護会は各学校の生

評

徒指導主事等で構成さ

価

れて
・コストの節減、

）

費用対効果
高い

おり、

刈

各地域の実情にあわせ

谷

た取組や地域との連携

市

を図る
効率性 ・執行体

事

制の効率性 ことができ

務

る。
・手段の最適性　

事

など 　学区内危険箇所

業

調査を通学路改善要望

評

と合同で実施し（
平成

価

27年度～）、調査や

シ

対応検討の効率化を図

ー

っている。
　各事業を

ト

実施するにあたっては

（

、学校、家庭、地域及

様

び
・市が主体となって

式

実施する
高い

関係行政

２

機関の連携が必要であ

）

るため、市が主体とな

会

って
妥当性 　べき事業

計

であるか 行うことが妥

名

当である。
・総合計画

担

との整合性　など

　生

当

活指導懇談会の開催や

部

合同街頭補導の実施に

教

より、学

施策への ・施

育

策への貢献度
普通

校、

部

家庭、地域が一体とな

一

って青少年の健全育成

般

に取り組
・目標達成度

会

む環境づくりを推進す

計

ることができる。
貢献

青

度 ・市民サービスへの

少

効果　など

今後の方向

年

性 □拡充　■現状維持

健

　□改善・効率化　□

全

縮小　□終期設定　□

育

休止・廃止

　青少年を

成

取り巻く環境が大きく

事

変化する中、その時々

業

に対応すべき問題を意

担

識しながら、地域ぐる

当

みで児童生徒の
生活指

課

導・安全確保への取組

生

を促進できるよう、事

涯

業を引き続き実施する

学

。

習課

款

Ｃ
 
　
Ｈ

項

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

目

　
∧
　
評
　
価
　
∨

担当係 青少年係

10 5 5



5

市：5校中5校、
比較検証 週5日、小学校のグラウンドで開設（雨天時は体育館）。安城市：21校中0校(Ｈ29年度廃止)

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 24,062 25,166 29,444 34,824 合計 29,444,311 円
報酬 2,669,292 円

財
　
源

特定財源 13,812 13,952 13,444 20,001 職員手当等 1,000,984 円
報償費 21,283,085 円

一般財源 10,250 11,214 16,000 14,823 旅費 115,200 円
需用費 515,423 円

職員人件費　② 4,518 4,604 4,778 4,373 役務費 548,453 円
委託料 332,200 円

総事業費（①＋②） 28,580 29,770 34,222 39,197 使用料及び賃借料 139,392 円
備品購入費 2,840,282 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 地域学校協働活動推進事業費
補助金（県）

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 生涯学習・青少

和

年育成
施策体系

施策の

６

内容 青少年の健全育成

年

目
　
　
　
的

　学校、家

度

庭、地域が連携して放

評

課後の子ど

主
た
る
内
容

価

　地域の人々の参画を

）

得て、遊びや学習、体

刈

もの安心・安全な居場

谷

所を設け、子どもたち

市

験活動、地域住民との

事

交流等の取組を行う放

務

が地域社会の中で、心

事

豊かで健やかに育まれ

業

課後子ども教室を市内

評

全小学校で開設する。

価

る環境づくりを推進す

シ

る。 【体験教室】
○缶

ー

バッジ作り
○クリスマ

ト

スグッズ作り
○折り紙

（

遊び
○ニュースポーツ

様

○英語遊び
○ダンス
○

式

キッズヨガ等

位
置
づ
け

１

関連計画 子ども・子育

）

て育成支援事業計画、

会

刈谷市生涯学習推進計

計

画

根拠法令 刈谷市放課

名

後子ども教室事業実施

担

要綱、刈谷市地域学校

当

協働活動推進員設置要

部

綱

対象者 各小学校に在

教

籍する児童 事業期間 平

育

成２０年度 ～

実施方法

部

■直営　□委託　□指

一

定管理　□補助・助成

般

　□その他

会計
放課後子ども

Ｂ
　
事

教

　
業
　
実
　
績

４年度実

室

績 ５年度実績 ６年度実

推

績 ７年度計画

市内全小

進

学校（15校）で実施

事

・開催回数　903回

業

・開催回数　857回

担

・開催回数　900回

当

・開催回数　904回

課

　地域住民の参画を得

生

て、小学生の安心・安

涯

全な居場所を提供する

学

ことができた。

成果

　

習

少人数学級が推進され

課

ているため、実施教室

款

の確保が課題となる。

項

課題

指標名称（単位）

目

実績値 目標値

４年度 ５

担

年度 ６年度 ７年度 ９年

当

度

活動 登録児童数（人

係

） 1,036 1,03

青

0 927 1,100 1

少

,100
指標

指標
開設

年

状況
他市との 碧南市：

係

8校中1校、週3日、

1

知立市：7校中7校、

0

週5日、両市とも小学

5

校の教室で開設。高浜



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　児童が心豊か

令

で健やかに育まれる環

和

境整備推進のため、
・

７

法的業務
高い

遊び、学

年

び、体験、地域の方々

度

と交流する場として、

（

放課
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 後の安心

和

・安全な居場所を確保

６

することが必要である

年

。
・市民生活上必要で

度

ある　など

　既存の学

評

校施設を利用すること

価

、また、地域住民にス

）

タ
・コストの節減、費

刈

用対効果
普通

ッフとし

谷

て参加いただくことに

市

より、効率的な事業の

事

推進
効率性 ・執行体制

務

の効率性 を図ることが

事

できる。
・手段の最適

業

性　など

　本事業を実

評

施するにあたっては学

価

校関係者との連携、協

シ

・市が主体となって実

ー

施する
普通

力が必要で

ト

あり、行政が主体とな

（

って積極的に関与する

様

必
妥当性 　べき事業で

式

あるか 要がある。
・総

２

合計画との整合性　な

）

ど

　日常的に交流する

会

ことが少ない他学年の

計

児童や地域の方

施策へ

名

の ・施策への貢献度
高

担

い
々と接する機会がで

当

き、児童の健全育成に

部

大きく寄与して
・目標

教

達成度 いる。
貢献度 ・

育

市民サービスへの効果

部

　など

今後の方向性 □

一

拡充　■現状維持　□

般

改善・効率化　□縮小

会

　□終期設定　□休止

計

・廃止

　補助金の動向

放

を注視しつつ、地域学

課

校協働活動との兼ね合

後

いを考えながら、今後

子

の運営方法等について

ど

検討する必
要がある。

も教室推

Ｃ
 
　
Ｈ
 

進

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

事

∧
　
評
　
価
　
∨

業
担当課 生涯学習課

款 項 目 担当係 青少年係

10 5 5



も・若者のための居場 　所開催回数 　36回
・子ども・若者支援地域協議 ・子ども・若者支援地域協議 　所開催回数　36回 ・子ども・若者支援地域協議
　会開催回数　 3回 　会開催回数　 3回 ・子ども・若者支援地域協議 　会開催回数　  3回

　会開催回数　 3回

　ひきこもりやニートなど社会的困難を抱える子ども・若者の不安や悩みなどを聴き、他の支援機関と連携しながら相談

成果
窓口を実施することで、相談者とその家族の悩み解消のための検討や、心理的不安の軽減を行うことができた。

　困難な相談事例への対応のため、ケース検討会議を実施するなど、他機関との連携をさらに充実させる必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 相談回数（回） 318 342 504 550 550
指標
活動
指標

豊田市若者サポートステーション：毎週火～土曜日実施
他市との 安城市若者相談センター：毎週火～土曜日実施
比較検証 西尾市子ども・若者総合相談センター：毎週火～土曜日実施

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業

Ｄ

費　① 6,299 7,

　

616 21,569 4

　

6,187 合計 21,

　

568,754 円
報

Ｏ

償費 164,400 

　

円

財
　
源

特定財源 2,

　

442 1,613 6,

∧

500 6,500 需用

　

費 37,290 円
役

　

務費 33,848 円

実

一般財源 3,857 6

　

,003 15,069

　

39,687 委託料 2

施

1,183,191 

　

円
使用料及び賃借料 1

　

50,025 円

職員

∨

人件費　② 3,765 3,990 4,778 4,211

総事業費（①＋②） 10,064 11,606 26,347 50,398

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 生活困窮者就労準備支援事業
費等補助金

８年度以降の事業費見込 0

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 生涯学習・青少年育

和

成
施策体系

施策の内容

６

青少年の健全育成

目
　

年

　
　
的

　ひきこもりや

度

ニート等の困難を抱え

評

る子ど

主
た
る
内
容

○子

価

ども・若者総合相談窓

）

口の実施
も・若者及び

刈

その家族に対し、専門

谷

の相談員 　対象者　市

市

内在住、在勤又は在学

事

で、概ね
による相談窓

務

口を開設することで、

事

子ども・ 　　　　　4

業

0歳までの人及びその

評

家族
若者の健全な育成

価

を図る。 　場所　　子

シ

ども相談センター
　ま

ー

た、子ども・若者支援

ト

地域協議会を実施 　日

（

時　　毎週月～土曜日

様

　9時～17時
するこ

式

とで、子ども・若者支

１

援機関同士の連 　　　

）

　　※木曜日のみ 　

会

12時～19時
携を図

計

る。 ○子ども・若者の

名

居場所
　対象者　総合

担

相談窓口と同じ
　場所

当

　　子ども相談センタ

部

ー
　日時　　毎月第2

教

・3・4土曜日
　　　

育

　　13時30分～1

部

6時30分
○子ども・

一

若者支援地域協議会の

般

実施

位
置
づ
け

関連計画

会

根拠法令 子ども・若者

計

育成支援推進法

対象者

子

子ども・若者（概ね4

ど

0歳まで） 事業期間 令

も

和２年度 ～

実施方法 □

・

直営　■委託　□指定

若

管理　□補助・助成　

者

□その他

支援事業
担当課 生

Ｂ
　
事
　

涯

業
　
実
　
績

４年度実績

学

５年度実績 ６年度実績

習

７年度計画

・相談者数

課

  　53人 ・相談者

款

数  　58人 ・相談

項

者数  　75人 ・相

目

談者数  　 90人

担

・相談回数 　318

当

回 ・相談回数 　34

係

2回 ・相談回数 　5

青

04回 ・相談回数 　

少

 550回
・子ども・

年

若者のための居場 ・子

係

ども・若者のための居

1

場 　※R6.10～実

0

施日拡充 ・子ども・若

5

者のための居場
　所開

5

催回数　12回 　所開催回数　36回 ・子ど



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会的困難を抱え

令

る子ども・若者の増加

和

が社会問題化し
・法的

７

業務
高い

たことにより

年

、子ども・若者育成支

度

援推進法のもとで総合

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 相談窓口の体

和

制整備が努力義務とさ

６

れており、社会需要性

年

・市民生活上必要であ

度

る　など が高い。

　子

評

ども・若者総合相談窓

価

口は、子ども・若者支

）

援に精通
・コストの節

刈

減、費用対効果
高い

し

谷

たＮＰＯ法人に業務委

市

託しており、手段とし

事

て最適であ
効率性 ・執

務

行体制の効率性 る。
・

事

手段の最適性　など

　

業

相談内容に生活困窮が

評

含まれるため、無料で

価

相談窓口や
・市が主体

シ

となって実施する
高い

ー

居場所を開設すること

ト

が望ましく、そのため

（

には市が主体
妥当性 　

様

べき事業であるか とな

式

り実施すべきである。

２

・総合計画との整合性

）

　など

　社会的困難を

会

抱える子ども・若者を

計

支援することで青少

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
高い

年の自立支援と

当

社会参加が図られるた

部

め、施策への貢献度
・

教

目標達成度 は高い。
貢

育

献度 ・市民サービスへ

部

の効果　など

今後の方

一

向性 ■拡充　□現状維

般

持　□改善・効率化　

会

□縮小　□終期設定　

計

□休止・廃止

困難な相

子

談事例への対応のため

ど

、ケース検討会議を実

も

施するなど、他機関と

・

の連携をさらに充実さ

若

せる必要がある。
また

者

、外出できない相談者

支

のためのアウトリーチ

援

やオンラインでの相談

事

など、相談者目線での

業

支援の拡充を行う必要

担

がある。

当課 生

Ｃ

涯

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

学

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

習

∨

課

款 項 目 担当係 青少年係
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位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 4,011 3,892 7,394 合計 3,891,710 円
委託料 1,686,350 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料
2,205,360 円

一般財源 0 4,011 3,892 7,394

職員人件費　② 0 1,688 1,752 1,782

総事業費（①＋②） 0 5,699 5,644 9,176

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 生涯学習・青少年

和

育成
施策体系

施策の内

６

容 青少年の健全育成

目

年

　
　
　
的

　中学生を対

度

象に、様々な職業や文

評

化芸術、

主
た
る
内
容

○

価

子どもたちへの講演内

）

容に関するアンケー
ス

刈

ポーツ等の各分野で活

谷

躍されている方の話 　

市

ト実施
を聴く機会を創

事

り、未来に向けた夢の

務

選択肢 ○講演会開催及

事

び放映
を広げる。

位
置

業

づ
け

関連計画

根拠法令

評

対象者 市内中学生 事業

価

期間 令和５年度 ～

実施

シ

方法 ■直営　□委託　

ー

□指定管理　□補助・

ト

助成　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ

担

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

当

度実績 ５年度実績 ６年

部

度実績 ７年度計画

　 ・

教

講演内容に関する対象

育

者ア ・講演内容に関す

部

る対象者ア ・講演内容

一

に関する対象者ア
　 　

般

ンケートの実施 　ンケ

会

ートの実施 　ンケート

計

の実施
　 ・講演会の開

夢

催 ・講演会の開催 ・講

が

演会の開催
　
　　　―

広

――――――

中学生が

が

チャレンジすることの

る

大切さなどを学ぶとと

未

もに、将来の夢を考え

来

るきっかけを作ること

応

ができた。

成果

引き続

援

き、子どもたちの目線

事

にあった内容の講師を

業

選定していく必要があ

担

る。

課題

指標名称（単

当

位）
実績値 目標値

４年

課

度 ５年度 ６年度 ７年度

生

９年度

活動 講演会の参

涯

加人数（人） ― 1,0

学

56 1,353 1,3

習

00 1,300
指標
活

課

動
指標

子どもたちの意

款

見をあらかじめ聞いた

項

上で、講師を選定する

目

手法は他市には見られ

担

ない事業と考える。
他

当

市との
比較検証

係 青少年係

10 5

Ｃ
　

5

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

未来を担う子ども

令

たちに、様々な可能性

和

を広げることがで
・法

７

的業務
普通

きる施策で

年

ある。
必要性 ・市民ニ

度

ーズ、社会需要
・市民

（

生活上必要である　な

令

ど

リモートによる視聴

和

方法も併用することで

６

、会場に来られ
・コス

年

トの節減、費用対効果

度

普通
ない生徒も参加す

評

ることができる手法を

価

とっている。
効率性 ・

）

執行体制の効率性
・手

刈

段の最適性　など

多様

谷

な体験や学習機会を設

市

けることで青少年の健

事

全育成を
・市が主体と

務

なって実施する
普通

図

事

るなど、総合計画とも

業

整合性がある。
妥当性

評

　べき事業であるか
・

価

総合計画との整合性　

シ

など

コロナ禍などによ

ー

り、夢や目標を持ちづ

ト

らくなっていた子

施策

（

への ・施策への貢献度

様

高い
どもたちに対して

式

、将来を考えるきっか

２

けを創出する効果
・目

）

標達成度 がある。
貢献

会

度 ・市民サービスへの

計

効果　など

今後の方向

名

性 □拡充　■現状維持

担

　□改善・効率化　□

当

縮小　□終期設定　□

部

休止・廃止

引き続き、

教

事業を継続することに

育

より、子どもたちの健

部

全育成を図る。

一般会計

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

夢

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

が

　
価
　
∨

広がる未来応援事業
担当課 生涯学習課

款 項 目 担当係 青少年係

10 5 5



館大学   1講座43人受講 至学館大学   1講座39人受講 至学館大学   1講座36人受講
愛知工業大学 2講座38人受講 愛知工業大学 2講座43人受講 愛知工業大学 2講座54人受講

・大学教授等による専門的な講座を実施することにより、市民の学習意欲の向上を図ることができた。

成果
・市民講師企画講座を開催することで､市民の学ぶ楽しさから一歩前進した教える喜びを体験してもらえる機会を提供し､

　教える第一歩を支援することができた。

・社会情勢や時代に即した内容の講座を企画することで、市民の学習意欲をより一層高められるよう取組む必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

成果 市民講座の年間受講者数（人） 500 544 505 550 650
指標
成果 大学連携講座の年間受講者数（人） 158 273 331 ― ―
指標

近隣市の講座実施実績
他市との 　安城市：公民館講座（11施設）　225講座、3,660人参加
比較検証 　碧南市：文化教室（8施設）　43講座、468人参加

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（

Ｄ

決算） （決算） （決算

　

） （予算） 事業費内訳

　

事業費　① 12,26

　

0 12,367 12,

Ｏ

521 12,124 合

　

計 12,520,55

　

6 円
役務費 22,0

∧

46 円

財
　
源

特定財

　

源 26 961 62 0 委

　

託料 12,339,0

実

00 円
使用料及び賃

　

借料 97,110 円

　

一般財源 12,234

施

11,406 12,4

　

59 12,124 負担

　

金、補助及び
交付金 6

∨

2,400 円

職員人件費　② 2,485 2,570 2,548 2,389

総事業費（①＋②） 14,745 14,937 15,069 14,513

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 講座受講料

８年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

生涯学習・青少年育成

和

施策体系
施策の内容 学

６

習機会の充実

目
　
　
　

年

的

　中央生涯学習セン

度

ターにおいて、市民講

評

座

主
た
る
内
容

○市民講

価

座の開催
や大学連携講

）

座等各種市民向け講座

刈

及びイベ ○市民講師企

谷

画講座の開催
ントを行

市

い、市民の学習意欲の

事

向上や学習活 ○刈谷ま

務

なびの広場の開催
動へ

事

の参加促進を図る。 ○

業

大学連携講座（愛知教

評

育大学、名城大学、
　

価

至学館大学、愛知工業

シ

大学）の開催

位
置
づ
け

ー

関連計画 刈谷市生涯学

ト

習推進計画

根拠法令

対

（

象者 市内在住・在勤ま

様

たは在学の人など 事業

式

期間 ～

実施方法 □直営

１

　□委託　■指定管理

）

　□補助・助成　■そ

会

の他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

４年度実績 ５年

般

度実績 ６年度実績 ７年

会

度計画

・市民講座 3

計

3講座500人受講 ・

市

市民講座 32講座5

民

44人受講 ・市民講座

講

 32講座505人受

座

講 ・市民講座    

開

 　　 34講座
・刈

設

谷まなびの広場 ・刈谷

等

まなびの広場 ・刈谷ま

事

なびの広場 ・刈谷まな

業

びの広場　10講座
　

担

　　　　 13講座1

当

71人受講 　　　　　

課

 17講座240人受

生

講 　　　　　 15講

涯

座287人受講 ※大学

学

連携講座は市民講座開

習

　　　　　　3事業2

課

87人参加 　　　　　

款

　3事業307人参加

項

　　　　　　2事業1

目

90人参加 　設等事業

担

（社会教育総務費)
・

当

大学連携講座 ・大学連

係

携講座 ・大学連携講座

推

　に移行
愛知教育大学

進

 2講座15人受講 愛

係

知教育大学 2講座3

1

9人受講 愛知教育大学

0

 3講座61人受講
名

5

城大学 　　4講座6

1

2人受講 名城大学  

2

  4講座152人受講 名城大学    4講座180人受講
至学



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民の生涯学習活動

令

に対し、学習機会の提

和

供及び活動の
・法的業

７

務
高い

支援をしており

年

、事業の必要性は高い

度

。
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要
・市民生活

令

上必要である　など

　

和

各種講座、生涯学習イ

６

ベントの開催により市

年

民への多様
・コストの

度

節減、費用対効果
普通

評

な学習プログラムの提

価

供、学習意欲の一層の

）

向上や参加促
効率性 ・

刈

執行体制の効率性 進を

谷

効率的に行っている。

市

・手段の最適性　など

事

　時代の変化と市民ニ

務

ーズに対応したプログ

事

ラムの提供、
・市が主

業

体となって実施する
高

評

い
生涯学習イベントの

価

開催など市民の生涯学

シ

習活動を支援す
妥当性

ー

　べき事業であるか る

ト

ために、市の関与は必

（

要である。
・総合計画

様

との整合性　など

　各

式

種講座及び生涯学習イ

２

ベントを実施すること

）

で、市民

施策への ・施

会

策への貢献度
普通

の学

計

習意欲の向上及び学習

名

活動への参加の促進に

担

寄与して
・目標達成度

当

いる。
貢献度 ・市民サ

部

ービスへの効果　など

教

今後の方向性 □拡充　

育

■現状維持　□改善・

部

効率化　□縮小　□終

一

期設定　□休止・廃止

般

　引き続き中央生涯学

会

習センターにおいて、

計

各種市民向け講座及び

市

生涯学習イベントを行

民

うことで､市民の学習

講

意欲の
向上を図るとと

座

もに学習活動への参加

開

を促進していく。また

設

、今後も市民講師企画

等

講座を行うことで、新

事

たに自らの
技能を教え

業

たいと思う市民の発掘

担

を進めるとともに、講

当

座のサポートを行って

課

いく。

生涯学

Ｃ
 

習

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

課

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

款 項 目 担当係 推進係
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リハーサル室2利用
　　479回　  8,050人 　　446回　  9,713人 　　490回　  9,564人

・大ホールでの主催事業として、「東京フィルハーモニー交響楽団のメンバーによる弦楽室内コンサート」等を実施し、

成果
　多くの市民に鑑賞してもらうことを通じて舞台芸術の普及、振興に寄与することができた。

・令和3年度に発足した「アイリス少年少女合唱団」の活動を継続することにより、市内外の子どもたちが文化芸術活動

　に参加し優れた芸術に触れる機会を創出し、次代の担い手育成を図ることができた。

・引き続き事業数の確保だけでなく、過去の実績を踏まえながら入場者数が見込める事業選定を行う必要がある。

・市民のニーズを捉え、実施内容について検討する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

成果 文化振興事業入場者数（人） 19,804 32,849 29,668 35,000 36,000
指標
成果 大ホール稼働率（％） 77.2 84.1 81.8 85.0 85.0
指標

同規模の文化施設等の管理・運営・企画を民間の指定管理者に任せている自治体、施設名、事業数
他市との 　兵庫県明石市：明石市民会館　56事業
比較検証

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　

Ｃ

∧

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

　

単位：千円
４年度 ５年

　

度 ６年度 ７年度 ６年度

実

（決算） （決算） （決

　

算） （予算） 事業費内

　

訳

事業費　① 34,9

施

91 35,214 33

　

,060 40,000

　

合計 33,060,0

∨

00 円
委託料 33,060,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 34,991 35,214 33,060 40,000

職員人件費　② 2,786 3,836 4,460 3,644

総事業費（①＋②） 37,777 39,050 37,520 43,644

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

令

文化・観光交流
施策体

和

系
施策の内容 文化芸術

６

による魅力づくり

目
　

年

　
　
的

　市民に舞台芸

度

術とふれあう機会を提

評

供し、

主
た
る
内
容

〇文

価

化芸術創造の拠点であ

）

る総合文化セン　
文化

刈

芸術意識の向上を図る

谷

。 　ターで、指定管理

市

者が実施する各種の文

事

化
　普及鑑賞事業を支

務

援する。
〇発表の場と

事

しての機能を提供する

業

ことで、
　市民の芸術

評

文化活動を支援する。

価

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

シ

市文化振興基本計画

根

ー

拠法令 劇場、音楽堂等

ト

の活性化に関する法律

（

対象者 対象者を限定せ

様

ず 事業期間 平成２３年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　■指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

４年度実績 ５年度

般

実績 ６年度実績 ７年度

会

計画

35事業(有料2

計

9事業・無料6事 34

文

事業(有料27事業・

化

無料7事 29事業(有

振

料23事業・無料6事

興

30事業(有料25事

事

業・無料5事
業)を実

業

施、入場者延19,8

担

04人業)を実施、入

当

場者延32,849人

課

業)を実施、入場者延

生

29,668人業)を

涯

実施
・大ホール利用 ・

学

大ホール利用 ・大ホー

習

ル利用
　　628回　

課

139,531人 　　

款

614回　162,2

項

37人 　　612回　

目

149,049人
・小

担

ホール利用 ・小ホール

当

利用 ・小ホール利用
　

係

　483回　 35,

推

486人 　　520回

進

　 39,506人 　

係

　531回　 43,

1

616人
・リハーサル

0

室1利用 ・リハーサル

5

室1利用 ・リハーサル

1

室1利用
　　383回

2

　 11,717人 　　366回　 13,015人 　　341回　 11,464人
・リハーサル室2利用 ・リハーサル室2利用 ・



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　身近な場所で様々な文化普

令

及・鑑賞事業を開催す

和

ること
・法的業務

普通

７

で、市民の舞台芸術作

年

品の鑑賞機会に対する

度

ニーズを実現
必要性 ・

（

市民ニーズ、社会需要

令

している。
・市民生活

和

上必要である　など

　

６

指定管理者による運営

年

を行うことで民間の備

度

えるノウハ
・コストの

評

節減、費用対効果
高い

価

ウを活用し、地方自治

）

体の文化施設では招聘

刈

することが難
効率性 ・

谷

執行体制の効率性 しい

市

事業を開催することに

事

成功している。
・手段

務

の最適性　など 　大規

事

模公演は、共同主催の

業

形で実施することで、

評

リスク
を抑えながら質

価

の高い公演を開催して

シ

いる。
　文化芸術創造

ー

の拠点となることで、

ト

「誇りと愛着のもて
・

（

市が主体となって実施

様

する
普通

るまちづくり

式

」施策を実現している

２

。また、普及活動とし

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか ての市民スタッフ

計

育成事業、市民の発表

名

支援、芸術活動に
・総

担

合計画との整合性　な

当

ど 参加する子どもたち

部

の育成を通じて、「市

教

民が活動しやす
い施設

育

・環境づくり」施策を

部

実施している。
　著名

一

なアーティストや、芸

般

術性の高い公演を実施

会

するこ

施策への ・施策

計

への貢献度
高い

とによ

文

り、身近に質の高い舞

化

台芸術を鑑賞する機会

振

を提供
・目標達成度 す

興

ることで市民サービス

事

の向上を図っている。

業

また、セン
貢献度 ・市

担

民サービスへの効果　

当

など ターの知名度向上

課

により、刈谷市の認知

生

度アップに貢献し
てい

涯

る。

今後の方向性 □拡

学

充　■現状維持　□改

習

善・効率化　□縮小　

課

□終期設定　□休止・

款

廃止

　ホールの知名度

項

向上及びシティセール

目

スとして著名な公演の

担

誘致に力を入れるとと

当

もに、市民や地域の文

係

化芸術の
振興に寄与す

推

る公演を今後もバラン

進

スよく編成していく。

係

更に、出演者等による

1

ワークショップや講習

0

会などの機会
を創出す

5

ることで、市民やこど

1

もたちの文化芸術活動

2

への参加を支援していく。

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨



参加者数 1,641 1,364 2,645 1,000 1,000
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 270 270 270 270 合計 270,000 円
委託料 270,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 270 270 270 270

職員人件費　② 301 307 239 405

総事業費（①＋②） 571 577 509 675

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 生涯学習・青少年育

和

成
施策体系

施策の内容

６

青少年の健全育成

目
　

年

　
　
的

　核家族化が進

度

み、子どもへの接し方

評

がわか

主
た
る
内
容

○小

価

学校区家庭教育推進協

）

議会の実施
らないと不

刈

安を抱える親が増加し

谷

ている現状
に対し、各

市

種事業を地域において

事

実施するこ
とで、家庭

務

や地域の教育力の向上

事

を図る。

位
置
づ
け

関連

業

計画  

根拠法令  

対象

評

者 市民 事業期間 ～

実施

価

方法 □直営　■委託　

シ

□指定管理　□補助・

ー

助成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ

名

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

担

度実績 ５年度実績 ６年

当

度実績 ７年度計画

富士

部

松東小学校区家庭教育

教

地 日高小学校区家庭教

育

育地域推 亀城小学校区

部

家庭教育地域推 衣浦、

一

かりがね、小垣江小学

般

域推進事業 進事業 進事

会

業 校区家庭教育地域推

計

進事業
・災害対策訓練

家

・「日高っこフェス」

庭

の開催 ・給食参観等
・

教

あいさつ交通安全運動

育

等 富士松南小学校区家

地

庭教育地
・アルミ缶、

域

ペットボトルキ 富士松

推

北小学校区家庭教育地

進

域推進事業
　ャップ回

事

収 域推進事業 ・スポー

業

ツ・防災教室等
・富東

担

っ子観劇会 ・竹切り・

当

竹炭づくり体験等 小垣

課

江東小学校区家庭教育

生

地
双葉小学校区家庭教

涯

育地域推 域推進事業
進

学

事業 ・親子ふれあい除

習

草作業等
・車中泊体験

課

等
　学校、家庭、地域

款

が協力して家庭教育地

項

域活動、親子等ふれあ

目

い活動を行い、家庭教

担

育への意識の高揚が図

当

られた。

成果

　開催校

係

が3校となった一方で

青

参加者数が伸び悩んで

少

いるため、より保護者

年

の参画が得られるよう

係

な企画内容の工夫の必

1

要がある。
課題

指標名

0

称（単位）
実績値 目標

5

値

４年度 ５年度 ６年度

1

７年度 ９年度

活動 家庭教育地域推進事業延べ



績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 ＰＴＡ総会など各種研修会の実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 444 362 563 520 合計 562,660 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 562,660 円

一般財源 444 362 563 520

職員人件費　② 452 691 637 1,053

総事業費（①＋②） 896 1,053 1,200 1,573

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

生涯学習・青少年育成

和

施策体系
施策の内容 青

６

少年の健全育成

目
　
　

年

　
的

　ＰＴＡ会員の教

度

養の向上や相互の親睦

評

を図

主
た
る
内
容

　ＰＴ

価

Ａ連絡協議会育成補助

）

金を交付し、連
ること

刈

により、ＰＴＡ活動の

谷

育成を図る。 絡協議会

市

総会等を開催するほか

事

、日本ＰＴＡ
全国研究

務

大会や東海北陸ブロッ

事

ク研究大会に
参加する

業

。

位
置
づ
け

関連計画  

評

根拠法令  

対象者 刈谷

価

市小中学校ＰＴＡ連絡

シ

協議会 事業期間 ～

実施

ー

方法 □直営　□委託　

ト

□指定管理　■補助・

（

助成　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ

当

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

部

度実績 ５年度実績 ６年

教

度実績 ７年度計画

・Ｐ

育

ＴＡ連絡協議会総会 ・

部

ＰＴＡ連絡協議会総会

一

・ＰＴＡ連絡協議会総

般

会 ・ＰＴＡ連絡協議会

会

総会
・ＰＴＡ情報交換

計

会 ・ＰＴＡ情報交換会

Ｐ

・ＰＴＡ情報交換会 ・

Ｔ

ＰＴＡ情報交換会
・東

Ａ

海・北陸ブロックＰＴ

活

Ａ ・東海・北陸ブロッ

動

クＰＴＡ ・東海・北陸

育

ブロックＰＴＡ ・日本

成

ＰＴＡ全国・東海北陸

事

　研究大会名古屋大会

業

　研究大会福井大会 　

担

研究大会愛知大会 　ブ

当

ロック研究大会石川大

課

会
・日本ＰＴＡ全国研

生

究大会山 ・日本ＰＴＡ

涯

全国研究大会広 ・日本

学

ＰＴＡ全国研究大会川

習

・県・三河ＰＴＡ連絡

課

協議会
　形大会 　島大

款

会 　崎大会 　各種事業

項

・県・三河ＰＴＡ連絡

目

協議会 ・県・三河ＰＴ

担

Ａ連絡協議会 ・県・三

当

河ＰＴＡ連絡協議会
　

係

各種事業 　各種事業 　

青

各種事業

　役員会、家

少

庭教育部研修などの実

年

施により、各小中学校

係

のＰＴＡ間での交流が

1

図られた。

成果

　活動

0

内容の検討や、学校と

5

の協働活動等における

1

ＰＴＡの役割について研究が必要である。

課題

指標名称（単位）
実



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 100 266 286 299 合計 285,600 円
報償費 285,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 100 266 286 299

職員人件費　② 3,915 5,141 4,937 4,252

総事業費（①＋②） 4,015 5,407 5,223 4,551

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

７

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 生涯

令

学習・青少年育成
施策

和

体系
施策の内容 学習活

６

動の支援

目
　
　
　
的

　

年

刈谷市生涯学習推進計

度

画に基づき各種事業

主

評

た
る
内
容

○第3次刈谷

価

市生涯学習推進計画に

）

おける進捗
を実施する

刈

ことで、市民の学習活

谷

動への取組 　管理
を支

市

援する。 ○生涯学習に

事

関する研修会の開催

位

務

置
づ
け

関連計画 刈谷市

事

生涯学習推進計画

根拠

業

法令  

対象者 市民等 事

評

業期間 ～

実施方法 ■直

価

営　□委託　□指定管

シ

理　□補助・助成　□

ー

その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業

名

　
実
　
績

４年度実績 ５

担

年度実績 ６年度実績 ７

当

年度計画

・生涯学習推

部

進会議 ・生涯学習推進

教

会議 ・生涯学習推進会

育

議 ・生涯学習推進会議

部

・職員研修会 ・職員研

一

修会 ・職員研修会 ・指

般

導者等研修会
・生涯学

会

習リーダーステップ ・

計

指導者等研修会 ・指導

生

者等研修会 ・生涯学習

涯

リーダー基礎知識
　ア

学

ップ講座 ・生涯学習リ

習

ーダー基礎知識 　講座

推

　講座（受講者9人）

進

・生涯学習リーダース

事

テップ
　アップ講座

・

業

職員を対象とした研修

担

会を実施し、生涯学習

当

についての理解の促進

課

及び意識向上を図るこ

生

とができた。

成果

・生

涯

涯学習活動を推進する

学

生涯学習リーダーの活

習

動が継続して行われる

課

よう、引き続き支援を

款

する必要がある。

課題

項

指標名称（単位）
実績

目

値 目標値

４年度 ５年度

担

６年度 ７年度 ９年度

成

当

果 生涯学習推進員（生

係

涯学習リーダー）の人

推

数（人） 28 22 23

進

30 35
指標
成果 グル

係

ープ・サークル名簿登

1

録団体数（団体） 13

0

4 96 99 140 15

5

0
指標

 
他市との
比較

1

検証



1

による施設予約申込件

0

数（件） 108,56

5

9 112,671 10

1

8,676 110,000 110,000
指標

 
指標

あいち共同利用型施設予約システム：安城市、知立市始め県内28市町
他市との 独自システム：碧南市、刈谷市ほか
比較検証 　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,771 23,547 14,348 20,794 合計 14,348,325 円
需用費 469,260 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 224,985 円
委託料 10,806,840 円

一般財源 13,771 23,547 14,348 20,794 使用料及び賃借料
2,847,240 円

職員人件費　② 1,393 3,184 2,907 4,171

総事業費（①＋②） 15,164 26,731 17,255 24,965

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 生涯学習

和

・青少年育成
施策体系

６

施策の内容 学習活動の

年

支援

目
　
　
　
的

　公共

度

施設の空き状況の確認

評

、利用予約など

主
た
る

価

内
容

○公共施設予約案

）

内システムの管理
の手

刈

続きがインターネット

谷

で可能となるシス
テム

市

を運用する。

位
置
づ
け

事

関連計画 刈谷市生涯学

務

習推進計画

根拠法令 刈

事

谷市公共施設予約案内

業

ｼｽﾃﾑに関する規則

評

、刈谷市教育委員会公

価

共施設予約案内ｼｽﾃ

シ

ﾑに関する規則

対象者

ー

対象者を限定せず 事業

ト

期間 平成１３年度 ～

実

（

施方法 ■直営　■委託

様

　□指定管理　□補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

４

育

年度実績 ５年度実績 ６

部

年度実績 ７年度計画

・

一

運用保守管理委託 ・運

般

用保守管理委託 ・運用

会

保守管理委託 ・運用保

計

守管理委託
　一般施設

公

等　40施設 　一般施

共

設等　40施設 　一般

施

施設等　40施設 　一

設

般施設等　40施設
　

予

学校ｽﾎﾟｰﾂ開放施

約

設　21校 　学校ｽﾎ

案

ﾟｰﾂ開放施設　21

内

校 　学校ｽﾎﾟｰﾂ開

シ

放施設　21校 　学校

ス

ｽﾎﾟｰﾂ開放施設　

テ

21校
・機器リース ・

ム

機器リース（更新） ・

管

機器リース ・機器リー

理

ス
・料金マスタ改定業

事

務委託
　一般施設等　

業

19施設

　利用者は公

担

共施設を利用するに当

当

たり、予約手続が容易

課

になるとともに、施設

生

側では使用料の現金収

涯

納が減ることで、

成果

学

事務の簡素化及び現金

習

の紛失・盗難のリスク

課

を回避することができ

款

た。

　システムの利用

項

推進を図るため、予約

目

案内システムを広く周

担

知し、システムによる

当

予約申込件数を増加さ

係

せる。

課題

指標名称（

施

単位）
実績値 目標値

４

設

年度 ５年度 ６年度 ７年

係

度 ９年度

成果 システム



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 34,163 28,955 32,202 32,192 合計 32,202,168 円
需用費 4,771,547 円

財
　
源

特定財源 26 25 829 256 役務費 214,963 円
委託料 26,357,658 円

一般財源 34,137 28,930 31,373 31,936 使用料及び賃借料 858,000 円

職員人件費　② 1,468 2,263 2,270 3,118

総事業費（①＋②） 35,631 31,218 34,472 35,310

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
損害賠償金

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 生

令

涯学習・青少年育成
施

和

策体系
施策の内容 学習

６

活動の支援

目
　
　
　
的

年

　指定管理者により、

度

適切な施設の管理運営

評

主
た
る
内
容

○市民館の

価

管理運営
を行い、地域

）

活動の活性化及び生涯

刈

学習の推
進を図る。

位

谷

置
づ
け

関連計画 刈谷市

市

生涯学習推進計画

根拠

事

法令 刈谷市コミュニテ

務

ィ施設条例、刈谷市市

事

民館施設維持管理要綱

業

対象者 市民 事業期間 昭

評

和６１年度 ～

実施方法

価

■直営　■委託　■指

シ

定管理　□補助・助成

ー

　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事

名

　
業
　
実
　
績

４年度実

担

績 ５年度実績 ６年度実

当

績 ７年度計画

・施設又

部

は設備の修繕 ・施設又

教

は設備の修繕 ・施設又

育

は設備の修繕 ・施設又

部

は設備の修繕
・樹木剪

一

定委託 ・樹木剪定委託

般

・樹木剪定委託 ・樹木

会

剪定委託
・指定管理料

計

（全23館） ・指定管

市

理料（全23館） ・指

民

定管理料（全23館）

館

・指定管理料（全23

施

館）
・ＡＥＤの設置（

設

全23館）

　指定管理

管

者である各市民館運営

理

委員会からの報告や経

事

年劣化状況を踏まえ、

業

施設の修繕や樹木の剪

担

定を行い、環境美化

成

当

果
を図った。

　今後と

課

も地域の実情に応じ、

生

地域に愛される市民館

涯

として、適切に施設の

学

管理運営を実施するた

習

め、指定管理者である

課

各市民館運営委員会と

款

の連携を密にし、施設

項

の状況把握に努める。

目

課題

指標名称（単位）

担

実績値 目標値

４年度 ５

当

年度 ６年度 ７年度 ９年

係

度

成果 利用者満足度（

施

％） 91.3 95.7

設

95.7 90.0 90

係

.0
指標

 
指標

　類似

1

事例なし
他市との
比較

0

検証

5 1



課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 公民館活動事業数（事業） 123 133 123 160 165
指標

 
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 22,144 22,344 22,732 24,352 合計 22,731,805 円
報償費 7,781,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 12,551 円
役務費 89,700 円

一般財源 22,144 22,344 22,732 24,352 委託料 11,170,000 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 3,614 2,609 3,281 3,968 交付金 3,677,954 円

総事業費（①＋②） 25,758 24,953 26,013 28,320

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 福

（

祉安心

基本施策 共存･

令

協働
施策体系

施策の内

和

容 市民活動・地域活動

６

の推進

目
　
　
　
的

　公

年

民館活動の運営を行い

度

、地区活動の活性

主
た

評

る
内
容

○公民館運営委

価

託
化を図り、社会教育

）

の活性化を目指す。 ○

刈

備品購入補助
○公民館

谷

連絡協議会補助
〇公民

市

館役員（館長・主事・

事

書記）への謝礼

位
置
づ

務

け

関連計画  

根拠法令

事

地区公民館備品等整備

業

事業補助金交付要綱

対

評

象者 市民 事業期間 ～

実

価

施方法 □直営　■委託

シ

　□指定管理　■補助

ー

・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

４

担

年度実績 ５年度実績 ６

当

年度実績 ７年度計画

・

部

公民館運営委託（23

教

地区） ・公民館運営委

育

託（23地区） ・中央

部

公民館長表彰 13名

一

・中央公民館長表彰 

般

3名
・公民館備品購入

会

補助（19地 ・公民館

計

備品購入補助（21地

公

・県公民館連合会理事

民

会 ・県公民館連合会理

館

事会
　区） 　区） ・県

運

公民館主事部会代表者

営

会 ・県公民館主事部会

事

代表者会
・公民館連絡

業

協議会補助 ・公民館連

担

絡協議会補助 ・県公民

当

館連合会総会 ・県公民

課

館連合会総会
・公民館

生

役員（館長・主事・ ・

涯

公民館役員（館長・主

学

事・ ・公民館運営委託

習

（23地区） ・公民館

課

運営委託（23地区）

款

　書記）への謝礼 　書

項

記）への謝礼 ・公民館

目

備品購入館補助 ・公民

担

館備品購入館補助
・公

当

民館連絡協議会補助 ・

係

公民館連絡協議会補助

推

・公民館役員（館長・

進

主事・ ・公民館役員（

係

館長・主事・
　書記）

1

への謝礼 　書記）への

0

謝礼

・各地区公民館へ

5

事業委託及び備品購入

1

補助を行い、公民館活動の活性化を推進した。

成果

・各地区の特性を生かした活動が行えるよう、引き続き支援に努める必要がある。



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,544 9,101 13,825 11,454 合計 13,824,976 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 7 7 7 7 交付金 13,824,976 円

一般財源 10,537 9,094 13,818 11,447

職員人件費　② 1,393 1,036 1,075 1,093

総事業費（①＋②） 11,937 10,137 14,900 12,547

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 土地建物貸付収入

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

生涯学習・青少年育成

和

施策体系
施策の内容 学

６

習活動の支援

目
　
　
　

年

的

　集会所の管理に必

度

要な経費の一部を補助

評

す

主
た
る
内
容

○集会所

価

借地料補助
ることによ

）

り、地域活動の活性化

刈

及び生涯学 ○集会所運

谷

営費補助
習の推進を図

市

る。 ○集会所修繕費等

事

補助

位
置
づ
け

関連計画

務

刈谷市生涯学習推進計

事

画

根拠法令 集会所設置

業

等補助金交付要綱

対象

評

者 市民 事業期間 ～

実施

価

方法 □直営　□委託　

シ

□指定管理　■補助・

ー

助成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ

名

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

担

度実績 ５年度実績 ６年

当

度実績 ７年度計画

・集

部

会所運営費補助 ・集会

教

所運営費補助 ・集会所

育

運営費補助 ・集会所運

部

営費補助
　（33か所

一

） 　（33か所） 　（

般

33か所） 　（32か

会

所）
・集会所借地料補

計

助 ・集会所借地料補助

集

・集会所借地料補助 ・

会

集会所借地料補助
　（

所

9か所） 　（9か所）

設

　（9か所） 　（8か

置

所）
・集会所修繕費補

等

助 ・集会所修繕費補助

補

・集会所修繕費等補助

助

・集会所修繕費等補助

事

　集会所の維持管理に

業

要する運営費、借地料

担

及び修繕費を補助する

当

ことにより、地域住民

課

の負担を軽減し、地域

生

活動の拠

成果
点の確保

涯

に寄与した。

　今後も

学

集会所管理者への制度

習

周知を実施し、集会所

課

の維持に貢献する。

課

款

題

指標名称（単位）
実

項

績値 目標値

４年度 ５年

目

度 ６年度 ７年度 ９年度

担

活動 集会所修繕費補助

当

件数（件） 4 6 4 4 4

係

指標
成果 補助により運

施

営を維持できた集会所

設

数（箇所） 33 33 3

係

3 32 32
指標

　類似

1

事例なし
他市との
比較

0

検証

5 1



各市民館の状況を把握していく必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

成果 空調機更新率（％） 92.8 92.8 92.8 92.8 93.5
指標
成果
指標

類似事例なし
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 101,280 38,318 9,390 8,000 合計 9,390,200 円
工事請負費 9,390,200 円

財
　
源

特定財源 11,352 33,868 7,512 0

一般財源 89,928 4,450 1,878 8,000

職員人件費　② 339 269 1,394 607

総事業費（①＋②） 101,619 38,587 10,784 8,607

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 生

令

涯学習・青少年育成
施

和

策体系
施策の内容 学習

６

活動の支援

目
　
　
　
的

年

　市民館の施設等の老

度

朽化に伴う改修等を行

評

主
た
る
内
容

○施設等の

価

改修工事
うことで、安

）

全で快適な施設を維持

刈

する。 ○施設等の修繕

谷

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

市

市生涯学習推進計画、

事

刈谷市公共施設等総合

務

管理計画、刈谷市公共

事

施設維持保全計画

根拠

業

法令 刈谷市コミュニテ

評

ィ施設条例、刈谷市市

価

民館施設整備要綱

対象

シ

者 市民 事業期間 ～

実施

ー

方法 ■直営　■委託　

ト

□指定管理　□補助・

（

助成　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ

当

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

部

度実績 ５年度実績 ６年

教

度実績 ７年度計画

・外

育

壁改修 （Ｒ4繰越分）

部

・家具転倒防止対策工

一

事 ・築地市民館大規模

般

改造工事
　　東境、小

会

垣江市民館 ・外壁、屋

計

根改修 ・防犯灯設置工

市

事 　設計業務委託
・照

民

明器具ＬＥＤ化 　　井

館

ケ谷、今岡、重原、熊

施

　　西境市民館
　　Ｌ

設

ＥＤ化済の西境、野田

改

　　市民館 ・浄水器フ

修

ィルター取替工事
　　

事

市民館を除く21市民

業

館 　　野田市民館
（Ｒ

担

3繰越分） （Ｒ5繰越

当

分）
・空調設備の改修

課

・外壁、屋根改修
　　

生

東境、小垣江市民館 　

涯

　今川、東刈谷市民館

学

　公共施設維持保全計

習

画及び指定管理者であ

課

る各市民館運営委員会

款

との補修箇所の協議に

項

基づき、施設又は設備

目

の改修を

成果
行い、適

担

切な施設の維持管理を

当

行った。

　空調機につ

係

いては、各市民館の建

施

設年次及び空調機の設

設

置年次からの経過年数

係

を基に取替計画を策定

1

し、各市民館運営

委員

0

会からの故障・不具合

5

報告を踏まえ、計画的

1

に実施する。今後、経年劣化により設備の不具合の増加も予想されるこ
課題

とから、常に



推

年度特定財源名称

６年

進

度までの累積事業費 0

係

加藤与五郎顕彰科学教

1

育振興
基金積立金利子

0

８年度以降の事業費見

5

込 0

1

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

令

野 教育文化

基本施策 生

和

涯学習・青少年育成
施

６

策体系
施策の内容 学習

年

機会の充実

目
　
　
　
的

度

　今後必要となる加藤

評

与五郎博士の顕彰及び

価

主
た
る
内
容

　加藤与五

）

郎顕彰科学教育振興基

刈

金を積み立
科学教育の

谷

振興に係る資金として

市

、基金を積 てる。
み立

事

てる。

位
置
づ
け

関連計

務

画

根拠法令 刈谷市加藤

事

与五郎顕彰科学教育振

業

興基金条例

対象者 対象

評

者を限定せず 事業期間

価

令和５年度 ～

実施方法

シ

■直営　□委託　□指

ー

定管理　□補助・助成

ト

　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

４年度実

当

績 ５年度実績 ６年度実

部

績 ７年度計画

　 ・寄附

教

金　　　40,000

育

,000円 ・運用収入

部

　　　　195,55

一

8円・運用収入　　　

般

　216,066円
　

会

・運用収入　　　　7

計

3,717円
　
　
　　

加

　―――――――

・運

藤

用収入を積み立てた。

与

成果

　

課題

指標名称（

五

単位）
実績値 目標値

４

郎

年度 ５年度 ６年度 ７年

顕

度 ９年度

活動
指標
活動

彰

指標

他市との
比較検証

科学教育振興基金積

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

立

　
ト

単位：千円
４年度

事

５年度 ６年度 ７年度 ６

業

年度

（決算） （決算）

担

（決算） （予算） 事業

当

費内訳

事業費　① 0 4

課

0,074 196 21

生

7 合計 195,558

涯

 円
積立金 195,5

学

58 円

財
　
源

特定財

習

源 0 74 196 217

課

一般財源 0 40,00

款

0 0 0

職員人件費　②

項

0 269 279 243

目

総事業費（①＋②） 0

担

40,343 475 4

当

60

建
設
事
業

全体事業

係

費（単位：千円） 0 ６



10 5 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 76 68 69 400 合計 68,702 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 68,702 円

一般財源 76 68 69 400

職員人件費　② 452 460 239 405

総事業費（①＋②） 528 528 308 805

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 生涯学習

和

・青少年育成
施策体系

６

施策の内容 青少年の健

年

全育成

目
　
　
　
的

　青

度

少年に自然体験、地域

評

活動、異世代交流

主
た

価

る
内
容

　複数の非営利

）

団体が連携して実施す

刈

る青少
等の多様な活動

谷

の機会を提供し、地域

市

社会を 年健全育成に大

事

きな効果が得られる先

務

駆的な
基盤とした青少

事

年健全育成の環境づく

業

りを推 事業に対して、

評

1事業10万円を上限

価

として補助
進する。 金

シ

を交付する。

位
置
づ
け

ー

関連計画

根拠法令

対象

ト

者 市民 事業期間 平成１

（

６年度 ～

実施方法 ■直

様

営　□委託　□指定管

式

理　■補助・助成　□

１

その他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業

育

　
実
　
績

４年度実績 ５

部

年度実績 ６年度実績 ７

一

年度計画

採択1事業 採

般

択1事業 採択1事業 応

会

募4事業
・「どろんこ

計

案山子コンテス ・「ど

ハ

ろんこ案山子コンテス

ツ

・「『こどもかいぎ』

ラ

上映会
  ト」（どろ

ツ

ん子道場等）   ト」

か

（どろん子道場等） 　

り

と子育て交流会」（刈

や

谷ミ
　ライテラス等）

っ

　補助金を交付するこ

子

とにより、地域社会を

育

基盤とした多様な活動

成

の機会を提供し、家庭

支

や学校及び地域が一体

援

となって

成果
ハツラツ

事

とした子どもを育む環

業

境づくりを支援するこ

担

とができた。

　新型コ

当

ロナウイルス感染症が

課

第5類に移行し、各種

生

イベントが再開される

涯

中、事業の応募件数の

学

増加を図るため、応募

習

要件の緩和や、効果的

課

な広報を検討する必要

款

がある。
課題

指標名称

項

（単位）
実績値 目標値

目

４年度 ５年度 ６年度 ７

担

年度 ９年度

成果 補助対

当

象採択事業数（事業）

係

1 1 1 4 4
指標
成果 参

青

加者数（人） 554

少

760 114 700 7

年

00
指標

 
他市との
比

係

較検証



供することができた。

　当日先着順のプログラムへの参加者数が減少傾向にあるため、プログラム内容や広報の再検討が必要である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 開催数（回） 61 60 61 65 65
指標
成果 参加者数（人） 687 680 828 830 830
指標

　高浜市は1校のみＰＴＡ土曜クラブに委託し、家庭科、書道、剣道、ちぎり絵、フルートの5クラブ制で開
他市との 催している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,748 2,851 2,966 3,229 合計 2,965,738 円
委託料 2,965,738 円

財
　
源

特定財源 1,104 1,069 1,182 1,487

一般財源 1,644 1,782 1,784 1,742

職員人件費　② 1,958 1,995 1,513 1,539

総事業費（①＋②） 4,706 4,846 4,479 4,768

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 地域学校協働活動推

Ｄ

進事業費
補助金（県）

　

８年度以降の事業費見

　

込 0

　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 生

令

涯学習・青少年育成
施

和

策体系
施策の内容 青少

６

年の健全育成

目
　
　
　

年

的

　週末に子どもの安

度

心・安全な活動拠点を

評

設

主
た
る
内
容

　小・中

価

学生を対象に市内3か

）

所の生涯学習セ
け、遊

刈

び、文化活動等の体験

谷

活動を通じ、子 ンター

市

でキッズクラブを開設

事

し、子どもたち
どもが

務

心豊かで健やかに育ま

事

れる環境づくり が安心

業

して集うことができる

評

居場所を提供す
を推進

価

する。 る。
○開催場所

シ

・たんぽぽ　　南部生

ー

涯学習センター
・アイ

ト

リス　　総合文化セン

（

ター
・かきつばた　北

様

部生涯学習センター
○

式

開催日
　6月から3月

１

までの土曜日

位
置
づ
け

）

関連計画

根拠法令 刈谷

会

市キッズクラブ事業実

計

施要綱

対象者 市内在住

名

の小・中学生 事業期間

担

平成１７年度 ～

実施方

当

法 □直営　■委託　□

部

指定管理　□補助・助

教

成　□その他

育部

一般会計
キッ

Ｂ
　

ズ

事
　
業
　
実
　
績

４年度

ク

実績 ５年度実績 ６年度

ラ

実績 ７年度計画

【参加

ブ

延べ人数】 【参加延べ

事

人数】 【参加延べ人数

業

】 【参加予定人数】
・

担

たんぽぽ　　　311

当

人 ・たんぽぽ　　　2

課

43人 ・たんぽぽ　　

生

　178人 ・たんぽぽ

涯

　　　200人
・アイ

学

リス　　　267人 ・

習

アイリス　　　324

課

人 ・アイリス　　　5

款

24人 ・アイリス　　

項

　500人
・かきつば

目

た　　109人 ・かき

担

つばた　　113人 ・

当

かきつばた　　126

係

人 ・かきつばた　　1

青

00人
　合　計　　 

少

 　687人 　合　計

年

　　  　680人 　

係

合　計　　  　82

1

8人 　合　計　　　　

0

800人

　創作活動、

5

自然体験など、様々な

5

活動を通して地域住民や異世代交流を図るとともに、週末の安心・安全な居場所を提

成果



5

交流を深める中で、中高生が気軽に立寄ることができる居場所づくりができた。学習支

成果
援を併設し、利用目的を増やしたことにより、利用の活性化を図ることができた。また、テスト期間以外も創作活動室を

開放した。

　中高生の自主性や社会性を育む自主活動につながる工夫が必要である。また、コロナ禍を経て、利用者が減少している

ため、事業の周知をより行う必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

成果 延べ利用者数（人） 443 371 526 600 600
指標
成果 中高生が関わったイベントの回数 18 17 18 18 18
指標 （回）

碧南市：類似事業の実施（「ららくるにしばた」学習支援）
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,820 3,020 3,092 3,628 合計 3,091,997 円
委託料 3,091,997 円

財
　
源

特定財源 688 679 770 797

一般財源 2,132 2,341 2,322 2,831

職員人件費　② 1,732 1,765 876 1,296

総事業費（①＋②） 4,552 4,785 3,968 4,92

Ｄ

4

建
設
事
業

全体事業費

　

（単位：千円） 0 ６年

　

度特定財源名称

６年度

　

までの累積事業費 0 地

Ｏ

域学校協働活動推進事

　

業費
補助金(県)

８年

　

度以降の事業費見込 0

∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 生涯学習・青少

和

年育成
施策体系

施策の

６

内容 青少年の健全育成

年

目
　
　
　
的

　中高生が

度

放課後等に気軽に集ま

評

ることがで

主
た
る
内
容

価

　放課後等に気軽に立

）

ち寄り、学習や交流が

刈

きる居場所を提供する

谷

。また、中高生自らイ

市

できる中高生のための

事

居場所を提供し、声か

務

ベントの企画運営に携

事

わることができる機会

業

けや悩み等の相談対応

評

、自主的な活動への支

価

を提供することにより

シ

、中高生の自立を支援

ー

援を行う。また、大学

ト

生をピアカウンセラー

（

する。 （仲間として相

様

談に応じる人）や学習

式

支援ス
タッフとして配

１

置する。
○場所　　総

）

合文化センター
○開催

会

日　毎週火・木曜日　

計

16時～21時

位
置
づ

名

け

関連計画 刈谷市子ど

担

も・子育て支援事業計

当

画

根拠法令 子ども・若

部

者育成支援推進法

対象

教

者 市内在住または在学

育

の中高生 事業期間 平成

部

２２年度 ～

実施方法 □

一

直営　■委託　□指定

般

管理　□補助・助成　

会

□その他

計
中高生の居場所

Ｂ
　
事
　

づ

業
　
実
　
績

４年度実績

く

５年度実績 ６年度実績

り

７年度計画

・利用者数

事

　　    延べ44

業

3人・利用者数　　 

担

   延べ371人利

当

用者数　　     

課

 延べ526人利用者

生

数　　      延

涯

べ600人
・イベント

学

参加者数 ・イベント参

習

加者数 ・イベント参加

課

者数 ・イベント参加者

款

数
　　多目的ホール開

項

放始め 　　多目的ホー

目

ル開放始め 　　多目的

担

ホール開放始め 　　多

当

目的ホール開放始め
　

係

　5事業　　    

青

  延べ99人　　6

少

事業 　　　　延べ1

年

66人　　6事業 　

係

　　　延べ173人　

1

　6事業 　　　　延

0

べ190人

　仲間同士

5

や大学生スタッフとの



2 32 32
指標
成果 受講者数（人） 33 23 47 45 45
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 240 238 154 522 合計 153,776 円
報償費 100,000 円

財
　
源

特定財源 20 14 64 64 需用費 776 円
使用料及び賃借料 53,000 円

一般財源 220 224 90 458

職員人件費　② 2,409 2,455 2,628 2,673

総事業費（①＋②） 2,649 2,693 2,782 3,195

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 青年講座受講料

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

７

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 生

令

涯学習・青少年育成
施

和

策体系
施策の内容 青少

６

年の健全育成

目
　
　
　

年

的

　青年層に多様な学

度

習・体験活動の機会の

評

場

主
た
る
内
容

　碧海5

価

市在住または市内在勤

）

・在学の18～39
を

刈

提供し、生涯学習の推

谷

進を図る。 歳を対象に

市

、文化・芸術・福祉・

事

スポーツな
どの各種講

務

座を開催する。

位
置
づ

事

け

関連計画

根拠法令  

業

対象者 18～39歳の

評

青年層 事業期間 平成７

価

年度 ～

実施方法 ■直営

シ

　□委託　□指定管理

ー

　□補助・助成　□そ

ト

の他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　

担

実
　
績

４年度実績 ５年

当

度実績 ６年度実績 ７年

部

度計画

・青年講座3期

教

16回 ・青年講座3期

育

18回 ・青年講座3期

部

11回 ・青年講座3期

一

24回
第1期　癒しの

般

アロマクラフト第1期

会

　旅をもっと楽しもう

計

！第1期　夜に楽しむ

青

スイーツパ
＆ケア講座

年

　6回 初級トラベル英

講

会話　8回 ーティ！ア

座

フタヌーンティー
第2

開

期　基礎から学ぼう！

催

ドロ第2期　心と身体

事

を整える発酵講座　4

業

回
ーン講座　3回 食と

担

パン　6回 第2期　手

当

縫いで作る革雑貨講
第

課

3期　季節のフードア

生

ート講第3期　レジン

涯

で世界にひとつ座　4

学

回
座　7回 のアクセサ

習

リーを作ろう♪　4第

課

3期　大人もハマる！

款

ボード
受講生延べ15

項

6人 回 ゲームの世界　

目

3回
受講生延べ121

担

人　 受講生延べ149

当

人

　青年層に多様な学

係

習、体験活動の機会の

青

場を提供することがで

少

きた。

成果

　受講者数

年

の増加を目指し、青年

係

層にとって魅力的な講

1

座の内容について検討

0

する必要がある。

課題

5

指標名称（単位）
実績

5

値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 募集案内配布事業所数（か所） 33 32 3



るところが多く、公募及び紹介による確保に移行できるよう実行委員会の魅力

発信に検討を要する。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

成果 協力ボランティア(実行委員ＯＢ・次年度実行委員 23 24 26 40 40
指標 ）の参加人数（人）
成果 二十歳の集い参加率（％） 71.5 69.3 69.8 72 72
指標

　碧南市、安城市、知立市、高浜市、東浦町は実行委員会を組織し、実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,044 4,106 4,282 4,800 合計 4,281,904 円
委託料 3,701,624 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 580,280 円

一般財源 4,044 4,106 4,282 4,800

職員人件費　② 5,647 5,371 5,575 5,669

総事業費（①＋②） 9,691 9,477 9,857 10,469

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 生涯学習・青少年育

和

成
施策体系

施策の内容

６

青少年の健全育成

目
　

年

　
　
的

　刈谷市二十歳

度

の集い実行委員会との

評

共催で

主
た
る
内
容

　二

価

十歳になる者の中から

）

実行委員会を組織
二十

刈

歳の集いを開催し、二

谷

十歳の門出を祝福 し、

市

式の企画及び運営を行

事

い、心に残る二十
する

務

とともに、大人になっ

事

たことを自覚し、 歳の

業

集いを開催する。
自ら

評

生き抜こうとする意欲

価

の向上を図る。

位
置
づ

シ

け

関連計画  

根拠法令

ー

対象者 二十歳の者 事業

ト

期間 ～

実施方法 ■直営

（

　■委託　□指定管理

様

　□補助・助成　□そ

式

の他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　

教

実
　
績

４年度実績 ５年

育

度実績 ６年度実績 ７年

部

度計画

開催日　令和5

一

年1月8日 開催日　令

般

和6年1月7日 開催日

会

　令和7年1月12日

計

開催日　令和8年1月

二

11日
会　場　総合文

十

化センター 会　場　総

歳

合文化センター 会　場

の

　総合文化センター 会

集

　場　総合文化センタ

い

ー
対象者数　1,68

開

5名 対象者数　1,7

催

32名 対象者数　1,

事

655名 対象者数　約

業

1,700名
参加者数

担

　1,205名 参加者

当

数　1,200名 参加

課

者数　1,155名
※

生

今年度から成年年齢引

涯

下げ ※2部制で開催
に

学

より「二十歳の集い」

習

に名
称変更して開催
※

課

新型コロナウイルス感

款

染症
の影響により2部

項

制で開催

　二十歳の集

目

いを行うことにより、

担

参加者が恩師や旧友ら

当

と話し合う機会となり

係

、大人として今後どの

青

ように生きていく

成果

少

かを語るきっかけとな

年

った。

　実行委員会に

係

より自主的な式の企画

1

・運営を行うことによ

0

り、社会参加の機会を

5

提供することができた

5

。

　実行委員の募集について学校の推薦に頼



位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 112,636 104,932 109,123 合計 104,932,317 円
需用費 22,660 円

財
　
源

特定財源 0 1 1 11 役務費 83,560 円
委託料 98,210,000 円

一般財源 0 112,635 104,931 109,112 使用料及び賃借料
3,490,907 円

職員人件費　② 0 1,189 1,473 1,579 備品購入費 573,540 円
負担金、補助及び

総事業費（①＋②） 0 113,825 106,405 110,702 交付金 2,551,650 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 生涯学

令

習・青少年育成
施策体

和

系
施策の内容 学習活動

６

の支援

目
　
　
　
的

　指

年

定管理者により適切に

度

施設の管理運営を

主
た

評

る
内
容

○市民休暇村の

価

管理運営
行い、市民の

）

福祉の増進を図る。

位

刈

置
づ
け

関連計画

根拠法

谷

令 刈谷市民休暇村条例

市

、刈谷市民休暇村条例

事

施行規則

対象者 市内在

務

住・在勤・在学者、下

事

條村民 事業期間 平成１

業

０年度 ～

実施方法 □直

評

営　□委託　■指定管

価

理　□補助・助成　□

シ

その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業

計

　
実
　
績

４年度実績 ５

名

年度実績 ６年度実績 ７

担

年度計画

・指定管理者

当

による管理運営 ・指定

部

管理者による管理運営

教

・指定管理者による管

育

理運営 ・指定管理者に

部

よる管理運営
・ウェブ

一

予約の導入
・予約の抽

般

選制の導入

　指定管理

会

者により適切に施設の

計

管理運営を行った。

成

施

果

　指定管理者の管理

設

運営に対するモニタリ

管

ング、指導、助言を行

理

い、リピーターを大切

事

にしつつ、リニューア

業

ルを契機と

した新規利

担

用者の獲得に努めるな

当

ど、客室稼働率の拡大

課

を図る必要がある。
課

生

題

指標名称（単位）
実

涯

績値 目標値

４年度 ５年

学

度 ６年度 ７年度 ９年度

習

成果 年間客室稼働率（

課

％） 88.1 85.3

款

88.2 82.0 84

項

.0
指標
成果 ふれ愛パ

目

ーク利用者数（人） 6

担

36 1,247 1,1

当

61 1,200 1,5

係

00
指標

尾張旭市「尾

施

張あさひ苑（阿智村）

設

」
他市との 名古屋市「

係

おんたけ休暇村（王滝

1

村）」
比較検証

0 5 10

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単



（決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 3,933 4,300 合計 3,932,500 円
需用費 2,645,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 1,287,000 円

一般財源 0 0 3,933 4,300

職員人件費　② 0 0 995 1,093

総事業費（①＋②） 0 0 4,928 5,393

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 生涯学

令

習・青少年育成
施策体

和

系
施策の内容 学習活動

６

の支援

目
　
　
　
的

　刈

年

谷市民休暇村の設備を

度

補修することによ

主
た

評

る
内
容

○施設又は整備

価

の修繕
り、利用者にと

）

って安全で快適な施設

刈

の維持
を図る。

位
置
づ

谷

け

関連計画

根拠法令 刈

市

谷市民休暇村条例、刈

事

谷市民休暇村条例施行

務

規則

対象者 市内在住・

事

在勤・在学者、下條村

業

民 事業期間 ～

実施方法

評

□直営　■委託　□指

価

定管理　□補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

４年度実

名

績 ５年度実績 ６年度実

担

績 ７年度計画

　 　 ・畳

当

入替修繕 ・ふれ愛パー

部

ク芝復旧工事
　 　 ・ふ

教

れ愛パーク遊戯施設撤

育

去 ・非常用発電設備修

部

繕
　 　 　工事
　 　
　　

一

　――――――― 　　

般

　―――――――

　老

会

朽化した施設又は設備

計

を修繕し、施設を良好

施

な状態に保ち、安全で

設

快適な施設を維持する

補

ことができた。

成果

　

修

施設又は設備の老朽化

事

に伴い、計画的かつ適

業

切に修繕を行っていく

担

必要がある。

課題

指標

当

名称（単位）
実績値 目

課

標値

４年度 ５年度 ６年

生

度 ７年度 ９年度

活動 年

涯

間客室稼働率（％） 8

学

8.1 85.3 88.

習

2 82.0 84.0
指

課

標
活動 ふれ愛パーク利

款

用者数（人） 636 1

項

,247 1,161 1

目

,200 1,500
指

担

標
尾張旭市「尾張あさ

当

ひ苑（阿智村）」
他市

係

との 名古屋市「おんた

施

け休暇村（王滝村）」

設

比較検証

係

10 5 10

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算）



1

（決算） （決算） （予

0

算） 事業費内訳

事業費

5

　① 94,543 91

1

,977 100,88

1

1 110,855 合計 100,881,269 円
需用費 20,509,509 円

財
　
源

特定財源 8,445 8,054 7,788 7,755 役務費 107,540 円
委託料 78,926,079 円

一般財源 86,098 83,923 93,093 103,100 使用料及び賃借料
1,338,141 円

職員人件費　② 1,506 1,458 1,513 1,134

総事業費（①＋②） 96,049 93,435 102,394 111,989

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 南部生涯学習センター使用料
行政財産目的外使用料

８年度以降の事業費見込 0 土地建物貸付収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 生涯学

和

習・青少年育成
施策体

６

系
施策の内容 学習活動

年

の支援

目
　
　
　
的

　指

度

定管理者により、適切

評

に施設の管理運営

主
た

価

る
内
容

○南部生涯学習

）

センターの管理運営
を

刈

行い、安全で快適に利

谷

用できる生涯学習施
設

市

を提供する。

位
置
づ
け

事

関連計画 刈谷市生涯学

務

習推進計画

根拠法令 刈

事

谷市生涯学習センター

業

条例、刈谷市生涯学習

評

センター条例施行規則

価

対象者 対象者を限定せ

シ

ず 事業期間 平成１３年

ー

度 ～

実施方法 ■直営　

ト

■委託　■指定管理　

（

□補助・助成　□その

様

他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

４年度実績 ５年度

教

実績 ６年度実績 ７年度

育

計画

・指定管理者によ

部

る管理運営 ・指定管理

一

者による管理運営 ・指

般

定管理者による管理運

会

営 ・指定管理者による

計

管理運営

　市民の生涯

南

学習の拠点として、指

部

定管理者により適切に

生

施設の運営管理を行い

涯

、生涯学習を推進した

学

。

成果

  利用者の意

習

見を反映し、一層の利

セ

用率の向上を図り、よ

ン

り良い施設運営を継続

タ

する。

課題

指標名称（

ー

単位）
実績値 目標値

４

施

年度 ５年度 ６年度 ７年

設

度 ９年度

成果 南部生涯

管

学習センター稼働率（

理

％） 37.1 37.6

事

37.8 38.0 40

業

.0
指標
成果 南部生涯

担

学習センター利用者数

当

（人） 40,191 4

課

1,118 45,40

生

1 42,000 43,

涯

000
指標

 
他市との

学

比較検証

習課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業

施

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

設

円
４年度 ５年度 ６年度

係

７年度 ６年度

（決算）



10 5

Ｃ
　
事
　

1

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

1

千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 109,393 109,791 118,736 119,552 合計 118,736,184 円
需用費 5,995,000 円

財
　
源

特定財源 15,412 15,554 15,906 13,650 役務費 70,864 円
委託料 111,277,720 円

一般財源 93,981 94,237 102,830 105,902 備品購入費 1,392,600 円

職員人件費　② 1,506 767 1,035 1,134

総事業費（①＋②） 110,899 110,558 119,771 120,686

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 北部生涯学習センター使用料
行政財産目的外使用料

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 生涯学

和

習・青少年育成
施策体

６

系
施策の内容 学習活動

年

の支援

目
　
　
　
的

　指

度

定管理者により、適切

評

に施設の管理運営

主
た

価

る
内
容

○北部生涯学習

）

センターの管理運営
を

刈

行い、安全で快適に利

谷

用できる生涯学習施
設

市

を提供する。

位
置
づ
け

事

関連計画 刈谷市生涯学

務

習推進計画

根拠法令 刈

事

谷市生涯学習センター

業

条例、刈谷市生涯学習

評

センター条例施行規則

価

対象者 対象者を限定せ

シ

ず 事業期間 平成２０年

ー

度 ～

実施方法 ■直営　

ト

□委託　■指定管理　

（

□補助・助成　□その

様

他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

４年度実績 ５年度

教

実績 ６年度実績 ７年度

育

計画

・指定管理者によ

部

る管理運営 ・指定管理

一

者による管理運営 ・指

般

定管理者による管理運

会

営 ・指定管理者による

計

管理運営

　市民の生涯

北

学習の拠点として、指

部

定管理者により適切に

生

施設の管理運営を行い

涯

、生涯学習を推進した

学

。

成果

　利用者の意見

習

を反映し、一層の利用

セ

率の向上を図り、より

ン

良い施設運営を継続す

タ

る。

課題

指標名称（単

ー

位）
実績値 目標値

４年

施

度 ５年度 ６年度 ７年度

設

９年度

成果 北部生涯学

管

習センター稼動率（％

理

） 31.7 32.1 3

事

4.6 35.0 37.

業

5
指標
成果 北部生涯学

担

習センター利用者数（

当

人） 51,603 64

課

,210 64,846

生

65,000 70,0

涯

00
指標

知立市文化会

学

館　花しょうぶホール

習

　293席
他市との 安

課

城市アンフォーレ　ホ

款

ール　255席
比較検

項

証 碧南市芸術文化ホー

目

ル　エメラルドホール

担

　452席

当係 施設係



1

人） 40,191 41

0

,118 45,401

5

42,000 43,0

1

00
指標

他市との
比較

1

検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 75,044 9,795 6,347 42,400 合計 6,347,000 円
需用費 594,000 円

財
　
源

特定財源 36,000 0 0 21,000 工事請負費 5,753,000 円

一般財源 39,044 9,795 6,347 21,400

職員人件費　② 151 1,611 1,115 1,215

総事業費（①＋②） 75,195 11,406 7,462 43,615

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 生涯学

和

習・青少年育成
施策体

６

系
施策の内容 学習活動

年

の支援

目
　
　
　
的

　南

度

部生涯学習センターの

評

施設又は設備の老

主
た

価

る
内
容

○施設又は設備

）

の改修工事
朽化に伴う

刈

改修等を行うことで、

谷

安全で快適 ○施設又は

市

設備の修繕
な施設を維

事

持する。

位
置
づ
け

関連

務

計画 刈谷市生涯学習推

事

進計画、刈谷市公共施

業

設等総合管理計画、刈

評

谷市公共施設維持保全

価

計画

根拠法令 刈谷市生

シ

涯学習センター条例、

ー

刈谷市生涯学習センタ

ト

ー条例施行規則

対象者

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 ～

実施方法 ■直営

式

　■委託　□指定管理

１

　□補助・助成　□そ

）

の他

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　
業
　

部

実
　
績

４年度実績 ５年

一

度実績 ６年度実績 ７年

般

度計画

・空調機（14

会

台）取替 ・焼成室内排

計

風機修繕 ・冷温水発生

南

器（1号機）操作・冷

部

温水発生器（2号機）

生

操作
・外壁改修 ・館内

涯

室名サイン改修 　盤改

学

修 　盤改修
・屋上防水

習

改修 ・ＫＡＲＩＹＡ　

セ

ＦＲＥＥ　 ・南玄関自

ン

動ドア部品取替修 ・高

タ

圧受電設備改修工事
　

ー

Ｗｉ－Ｆｉ整備 　繕 ・

施

多目的トイレオストメ

設

イト
・多目的ホール音

改

響設備改修 　設備設置

修

工事
・自動制御装置制

事

御コント　
　ローラー

業

交換工事

　老朽化した

担

施設又は設備を改修し

当

、施設を良好な状態に

課

保ち、安全で快適な施

生

設を維持することがで

涯

きた。

成果

　施設又は

学

設備の老朽化に伴い、

習

計画的かつ適切に改修

課

を行っていく必要があ

款

る。

課題

指標名称（単

項

位）
実績値 目標値

４年

目

度 ５年度 ６年度 ７年度

担

９年度

成果 南部生涯学

当

習センター稼働率（％

係

） 37.1 37.6 3

施

7.8 38.0 40.

設

0
指標
成果 南部生涯学

係

習センター利用者数（



1

％） 31.7 32.1

0

34.6 35.0 37

5

.5
指標
成果 北部生涯

1

学習センター利用者数

1

（人） 51,603 64,210 64,846 65,000 70,000
指標

知立市文化会館　花しょうぶホール　293席
他市との 安城市アンフォーレ　ホール　255席
比較検証 碧南市芸術文化ホール　エメラルドホール　452席

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,322 5,634 48,396 0 合計 48,396,000 円
需用費 2,548,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 45,848,000 円

一般財源 9,322 5,634 48,396 0

職員人件費　② 1,242 1,381 1,035 0

総事業費（①＋②） 10,564 7,015 49,431 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 生涯学

和

習・青少年育成
施策体

６

系
施策の内容 学習活動

年

の支援

目
　
　
　
的

　北

度

部生涯学習センターの

評

施設又は設備の老

主
た

価

る
内
容

○施設又は設備

）

の改修等
朽化に伴う改

刈

修等を行うことで、安

谷

全で快適
な施設を維持

市

する。

位
置
づ
け

関連計

事

画 刈谷市生涯学習推進

務

計画、刈谷市公共施設

事

等総合管理計画、刈谷

業

市公共施設維持保全計

評

画

根拠法令 刈谷市生涯

価

学習センター条例、刈

シ

谷市生涯学習センター

ー

条例施行規則

対象者 対

ト

象者を限定せず 事業期

（

間 ～

実施方法 ■直営　

様

■委託　□指定管理　

式

□補助・助成　□その

１

他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実

育

　
績

４年度実績 ５年度

部

実績 ６年度実績 ７年度

一

計画

・多目的ホール他

般

ＬＡＮ設置 ・浄化槽調

会

整槽用送風機取替 ・直

計

流電源装置等改修 北部

北

生涯学習センター施設

部

補
・メインホール雨水

生

管改修 ・浄化槽自動微

涯

細目スクリー ・浄化槽

学

流入ポンプ取替 修事業

習

へ移行
　ン取替 ・自動

セ

制御装置ダンパモー
・

ン

主変電所等電気整備改

タ

修 　ター取替
・自動制

ー

御装置煤煙濃度計取
　

施

替
・自動制御装置バル

設

ブモー
　ター取替

　老

改

朽化した施設又は設備

修

を改修し、施設を良好

事

な状態に保ち、安全で

業

快適な施設を維持する

担

ことができた。

成果

　

当

県が平成2年に開館し

課

た施設（愛知県刈谷勤

生

労福祉会館）の譲渡を

涯

受け、市が生涯学習セ

学

ンターとして転用利用

習

してい

る施設であるた

課

め、施設又は設備の老

款

朽化により不具合が生

項

じている。適切な時期

目

に予防保全を実施し、

担

長寿命化を図る
課題

必

当

要がある。

指標名称（

係

単位）
実績値 目標値

４

施

年度 ５年度 ６年度 ７年

設

度 ９年度

成果 北部生涯

係

学習センター稼働率（



席
他市との 安城市民会館　サルビアホール　1,200席
比較検証 碧南市芸術文化ホール　エメラルドホール　452席

岡崎市民会館　あおいホール　1,100席

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 568,299 536,678 562,634 553,057 合計 562,633,819 円
需用費 102,381,798 円

財
　
源

特定財源 120,105 119,478 117,376 119,097 役務費 957,831 円
委託料 446,987,000 円

一般財源 448,194 417,200 445,258 433,960 使用料及び賃借料
10,828,256 円

職員人件費　② 1,958 1,381 1,792 1,417 備品購入費 1,413,434 円
負担金、補助及び

総事業費（①＋②） 570,257 538,059 564,426 554,474 交付金 65,500 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事

Ｄ

業費 0 中央生涯学習セ

　

ンター使用料
総合文化

　

ｾﾝﾀｰ駐車場使用料

　

８年度以降の事業費見

Ｏ

込 0 行政財産目的外使

　

用料
ホール使用料　前

　

年度繰越金

∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 生涯学

令

習・青少年育成
施策体

和

系
施策の内容 学習活動

６

の支援

目
　
　
　
的

　指

年

定管理者により、適切

度

に総合文化センタ

主
た

評

る
内
容

○総合文化セン

価

ターの管理運営
ーの管

）

理運営を行い、生涯学

刈

習の機会及び文
化芸術

谷

活動の発表の場を提供

市

する。

位
置
づ
け

関連計

事

画 刈谷市生涯学習推進

務

計画、刈谷市文化振興

事

基本計画

根拠法令 刈谷

業

市総合文化センター条

評

例、刈谷市民ホール条

価

例、刈谷市生涯学習セ

シ

ンター条例ほか

対象者

ー

対象者を限定せず 事業

ト

期間 平成２１年度 ～

実

（

施方法 ■直営　■委託

様

　■指定管理　□補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

４

育

年度実績 ５年度実績 ６

部

年度実績 ７年度計画

・

一

指定管理者による管理

般

運営 ・指定管理者によ

会

る管理運営 ・指定管理

計

者による管理運営 ・指

施

定管理者による管理運

設

営
・施設又は設備の修

管

繕 ・施設又は設備の修

理

繕 ・施設又は設備の修

事

繕 ・施設又は設備の修

業

繕
（Ｒ5繰越分）
・大

担

ホール調光盤内調光ユ

当

　ニット交換修繕

　生

課

涯学習及び文化芸術の

生

拠点として、指定管理

涯

者により適切に施設の

学

管理運営を行い、生涯

習

学習の推進及び文化芸

課

術の

成果
振興に寄与し

款

た。

　指定管理者によ

項

り適切に施設の管理運

目

営が行われるようモニ

担

タリングを実施し、指

当

定管理者への指導等を

係

行っていく必

要がある

施

。
課題

指標名称（単位

設

）
実績値 目標値

４年度

係

５年度 ６年度 ７年度 ９

1

年度

成果 大ホール稼働

0

率（％） 77.2 84

5

.1 81.8 83.1

1

90.0
指標
成果 総合

2

文化センターに対する満足度（％） 97.6 97.9 98.5 98.0 98.0
指標

知立市文化会館　かきつばたホール　1,004



席
他市との 　安城市民会館　サルビアホール　1,200席
比較検証 　碧南市芸術文化ホール　エメラルドホール　452席

　岡崎市民会館　あおいホール　1,100席

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,714 0 34,924 227,200 合計 34,923,900 円
委託料 12,078,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 226,600 工事請負費 22,845,900 円

一般財源 4,714 0 34,924 600

職員人件費　② 1,920 0 2,015 802

総事業費（①＋②） 6,634 0 36,939 228,002

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 生涯学

令

習・青少年育成
施策体

和

系
施策の内容 学習活動

６

の支援

目
　
　
　
的

　総

年

合文化センターの施設

度

又は設備の老朽化

主
た

評

る
内
容

○施設又は設備

価

の改修等
に伴う改修等

）

を行うことで、安全で

刈

快適な施
設を維持する

谷

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

市

谷市生涯学習推進計画

事

、刈谷市文化振興基本

務

計画、刈谷市公共施設

事

等総合管理計画ほか

根

業

拠法令 刈谷市総合文化

評

センター条例、刈谷市

価

民ホール条例、刈谷市

シ

生涯学習センター条例

ー

ほか

対象者 対象者を限

ト

定せず 事業期間 ～

実施

（

方法 ■直営　■委託　

様

□指定管理　□補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

教

　
事
　
業
　
実
　
績

４年

育

度実績 ５年度実績 ６年

部

度実績 ７年度計画

・駐

一

車場棟屋外連絡通路庇

般

改 　 ・長期修繕計画作

会

成業務委託 ・大ホール

計

舞台機構設備制御
　修

施

　 ・植栽撤去 　機器改

設

修
・大・小ホール等Ｌ

改

ＡＮ配線 　 ・大ホール

修

ホワイエ照明器具 ・大

事

ホール調光設備改修
　

業

敷設 　 　改修
　　　―

担

―――――― ・リハー

当

サル室1照明器具改修

課

・照明制御システム改

生

修
・冷却塔ファンモー

涯

ター改修

　老朽化対策

学

、社会に求められる機

習

能追加などを目的とし

課

て施設や設備を改修し

款

、安全で快適な施設を

項

維持することがで

成果

目

きた。

　施設又は設備

担

の老朽化に伴い、計画

当

的かつ適切に改修を行

係

っていく必要がある。

施

課題

指標名称（単位）

設

実績値 目標値

４年度 ５

係

年度 ６年度 ７年度 ９年

1

度

成果 大ホール稼働率

0

（％） 77.2 84.

5

1 81.8 83.1 8

1

5.0
指標
成果 総合文

2

化センターに対する満足度（％） 97.6 97.9 98.5 98.0 98.0
指標

　知立市文化会館　かきつばたホール　1,004



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 792 279 0 合計 279,400 円
需用費 279,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 279 0

一般財源 0 792 0 0

職員人件費　② 0 997 56 0

総事業費（①＋②） 0 1,789 335 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 生涯学

令

習・青少年育成
施策体

和

系
施策の内容 学習活動

６

の支援

目
　
　
　
的

　総

年

合文化センターの施設

度

又は設備の老朽化

主
た

評

る
内
容

○施設又は設備

価

の修繕
に伴う補修を行

）

うことで、安全で快適

刈

な施設
を維持する。

位

谷

置
づ
け

関連計画 刈谷市

市

生涯学習推進計画、刈

事

谷市文化振興基本計画

務

根拠法令 刈谷市総合文

事

化センター条例、刈谷

業

市民ホール条例、刈谷

評

市生涯学習センター条

価

例ほか

対象者 対象者を

シ

限定せず 事業期間 ～

実

ー

施方法 ■直営　■委託

ト

　□指定管理　□補助

（

・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

４

部

年度実績 ５年度実績 ６

教

年度実績 ７年度計画

施

育

設改修事業へ移行 ・大

部

小ホール音響調整卓部

一

品 （Ｒ5繰越分） 施設

般

改修事業へ移行
　取替

会

・大ホール調光盤直流

計

電源装
　置取替

　老朽

施

化した施設又は設備を

設

補修し、施設を良好な

補

状態に保ち、安全で快

修

適な施設を維持するこ

事

とができた。

成果

　施

業

設又は設備の老朽化に

担

伴い、継続的かつ適切

当

に補修を行っていく必

課

要がある。

課題

指標名

生

称（単位）
実績値 目標

涯

値

４年度 ５年度 ６年度

学

７年度 ９年度

成果 大ホ

習

ール稼働率（％） 77

課

.2 84.1 81.8

款

83.1 90.0
指標

項

成果 総合文化センター

目

に対する満足度（％）

担

97.6 97.9 98

当

.5 98.0 98.0

係

指標
知立市文化会館　

施

かきつばたホール　1

設

,004席
他市との 安

係

城市民会館　サルビア

1

ホール　1,200席

0

比較検証 碧南市芸術文

5

化ホール　エメラルド

1

ホール　452席
岡崎

2

市民会館　あおいホール　1,100席


